
 

 

 

 

 

 

 

２０１４年１２月８日 

 

「生物多様性の回復に向けた在来種植栽フォーラム」を開催 

 
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：柄澤 康喜）は、２０

１５年１月２９日（木）に東京都と共同で「生物多様性の回復に向けた在来種植栽フォーラム」を開催し

ます。 

東京都では、生物多様性の回復に向けた取り組みの一つとして、東京在来の生きものの生息空間の拡大

に貢献する、在来植物による緑化を推進しています。今年度からは、東京都と在来種植栽を有する当社な

ど民間企業３社が協働して、在来種植栽の管理手法に関する実証実験などを検証する「江戸のみどり復活

事業」を開始しました。 

今般開催する「生物多様性の回復に向けた在来種植栽フォーラム」では、「江戸のみどり復活事業」の経

過を報告するとともに、在来種植栽という新しい緑化が持つポテンシャルについて幅広い視点から議論し

ます。 

 

フォーラムの概要 

□主 催： 東京都 

□共   催： 三井住友海上火災保険株式会社、株式会社フジクラ、森ビル株式会社 

□日 時： ２０１５年１月２９日（木） １４:００～１６:３０（受付開始１３：３０） 

□場 所： 東京都庁第一本庁舎北側５階 大会議場 

□プログラム：＜基調講演＞ 

「現代の東京で自然を考える」 東京大学大学院工学系研究科教授 横張 真 

＜事例報告＞ 

三井住友海上火災保険株式会社、株式会社フジクラ、森ビル株式会社、東京都環境局 

＜パネルディスカッション＞  

  テーマ：「なぜ今、在来種を植えるのか～在来種植栽の意義と管理～」 

□参 加 費：無料 

□定 員：４５０名（先着順） 

□締 切 日：２０１５年１月２０日（火） 

□ホームページ：http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/nature/green/edo_midori/index.html 

□問い合わせ先：東京都環境局 自然環境部 計画課 

       【ＴＥＬ】０３－５３８８－３５４８ 

 
 

（ご参考）「江戸のみどり復活事業」について 

東京都と先駆的な在来種植栽を行っている企業が連携して、実際の植栽地をフィールドとして活用

しながら植栽管理上の課題解決策を検証するとともに、関係業界が参画する「在来種植栽の管理等

に関する検討会」（以下、検討会）を立ち上げ、在来種植栽の本格普及に向けた取組方策や、効果

的な普及啓発策を多角的に検討するものです。検討会で得られた知見を広く発信することで、都

民・民間事業者等に在来種植栽（生物多様性）に対する理解を促進します。 
 

 

別紙：生物多様性の回復に向けた在来種植栽フォーラム案内チラシ 

以 上 

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/nature/green/edo_midori/index.html





